
 

 

私立大学図書館協会西地区部会東海地区協議会 

２０１２年度第３回常任幹事会議事要録 

 

日時： ２０１３年３月１５日（金）１５時００分 ～  １６時５０分 

場所： 中京大学 第２会議室 

出席：名古屋外国語大学・名古屋学芸大学（守田 正江）、中部大学（内藤 和彦、蓑島 智子、

稲垣 啓吾）、名古屋経済大学（伏見 洋子）、名古屋学院大学（山内 隆文、中田 晴

美）、愛知大学（中村 直美）、愛知学院大学（足立 祐輔、大平 龍玄）、愛知淑徳大学

（武藤 まり子）、名古屋芸術大学（太田 成夫、立野 好秋）、南山大学（森山 幹弘、

関谷 治代）、中京大学（佐藤 隆、中河原 省三、藤形 正俊、渡辺 英二）  

敬称略 （１０校１９名出席） 

 

議事に先立ち、理事校中京大学図書館長（佐藤）の挨拶があった。なお議事進行は理事校（佐

藤）が担当し、下記の議題を協議した。 

[報告事項] 

1. 私立大学図書館協会関係、西地区部会関係 

(1) 第２回東西合同役員会 

理事校中京大学（中河原）より資料（p.1～38）に基づき第２回東西合同役員会について会

務報告、事業報告、決算報告等がなされた。また総会・研究大会案内受付メールの利用につ

いて、協会ホームページの整備について、「私立大学図書館協会会報」全号の電子化につい

て、加盟校への書類等の送付方法の選択について、歴代役員校一覧、当番校一覧、委員選出

ローテーション等が詳説された。  

(2) 第３回西地区部会役員会 

理事校中京大学（中河原）より資料（p.39～43）に基づき、第３回西地区部会役員会につ

いて会務報告、事業報告、決算報告等がなされた。 

(3) 委員会報告 

1)協会賞審査委員会 

協会賞審査委員会委員校名古屋学院大学（山内）より資料（p.44）に基づき、２０１２年

度協会賞の審査結果が報告された。 

2)研究助成委員会 

研究助成委員会委員校愛知学院大学（足立）より資料（p.44）に基づき、研究助成審査等

について報告がなされた。 



 

 

3)国際図書館協力委員会 

国際図書館協力委員会委員校愛知学院大学（大平）より資料（p.45～46）に基づき、寄贈

資料搬送事業、海外派遣研修、海外集合研修、海外認定研修、国際図書館協力シンポジウム等

について報告がなされた。 

 4)協会ホームページ委員会 

協会ホームページ委員会委員校愛知大学（中村）より資料（p.47）に基づき、ホームペー

ジの更新状況、WWW情報資源提供サービス各アカウント登録状況について、協会ホームペー

ジの整備について等報告、説明がなされた。 

2. 東海地区大学図書館協議会関係 

 運営委員校名古屋経済大学（伏見）より口頭で、研修会等について報告がなされた。 

 

[審議事項] 

1. ２０１２年度東海地区協議会事業報告および中間決算（案）について 

理事校中京大学（中河原）より資料（p.48～53）に基づき、総会、常任幹事会等の事業報告

がなされた。また理事校中京大学（渡辺）より２０１２年度中間決算（案）について説明があ

り、承認された。 

2. ２０１２年度東海地区協議会研究会活動報告および決算（案）について 

研究会運営委員会委員長校中部大学（蓑島）より、資料（p.54～59）に基づき、運営委員会、

担当者会議、研究会、実務担当者研修会等の報告、および２０１２年度決算（案）について説

明があり、承認された。 

3. ２０１２年度東海地区協議会図書館管理・運営実務責任者会議活動報告および決算（案）に

ついて 

理事校中京大学（中河原）より資料（p.60～61）に基づき、運営委員会、図書館管理運営実

務責任者会議の報告、および２０１２年度決算（案）について説明があり、承認された。 

4. ２０１２年度東海地区協議会役員校および委員校について 

理事校中京大学（中河原）より資料（p.62～63）に基づき説明があり、承認された。常任幹

事校オブザーバーとして２０１３年度西地区部会総会会場校の皇學館大学が２０１３年度第１

回常任幹事会にのみ出席することが付言された。 

5．２０１３年度東海地区協議会事業計画（案）について 

理事校中京大学（中河原）より資料（p.64）に基づき説明があり、承認された。また参考に

私立大学図書館協会ならびにその他関連団体行事予定も紹介された。 



 

 

6. ２０１３年度東海地区協議会総会（案）について 

次期理事校中部大学（蓑島）より資料（p.65）に基づき、２０１３年度の総会について日程

（５月２４日（金）開催予定）等詳細な説明があり、承認された。 

7. ２０１３年度東海地区協議会予算（案）について 

理事校（渡辺）より資料（p.66～68）に基づき、収入の部に館灯広告掲載費は２０１２年度

の実績を反映させていること、また支出の部においては、２０１３年度図書館実務担当者研修

会は未開催年のため、研究会支援費を減額していることの説明があり、承認された。 

8. ２０１３年度東海地区協議会研究会事業計画および予算（案）について 

次期研究会運営委員会委員長校名古屋学院大学（中田）より資料（p.69～70）に基づき２０

１３年度の事業計画および予算案について説明があり、承認された。 

9. ２０１３年度東海地区協議会図書館管理・運営実務責任者会議事業計画および予算（案）に

ついて 

次期幹事校中部大学（蓑島）より資料（p.71）に基づき２０１３年度の事業計画および予算

案について説明があり、承認された。また２０１３年度は、意見交換会参加費を諸事情により

元に戻すことが付言された。 

10. ２０１３年度以降の理事校、役員校、当番校について 

理事校（中河原）より資料（p.72～74）に基づき説明があり、承認された。理事校ローテー

ション表については 2012 年度の学生数が 4,000 名以上となったことから、名古屋商科大学と

東海学園大学が加わったこと、また２０１９年度～２０２０年度の理事校担当の日本福祉大学

は、任期中に研究会主幹事校と副幹事校が当たっており、その負担を軽減するため、幹事校担

当時期を 

 

主幹事校              副幹事校 

２０１９年度：人間環境大学     ２０２０年度：人間環境大学    

２０２０年度：藤田衛生大学     ２０２１年度：藤田衛生大学 

２０２１年度：日本福祉大学     ２０２２年度：日本福祉大学 

 

のように、変更することが承認された。（該当校了解済み） 

 

[懇談事項] 

1. ２０１３年度西地区部会館長懇話会のテーマについて 

次期西地区部会長校愛知学院大学（足立）より資料（p.75）に基づき、２０１３年度西地区

部会館長懇話会のテーマについて説明があった。 


